
































第 1章 考古学とは何か 
第 1節 考古学の定義と学史の検討 
第 2節 考古学の今日的意義――本論との関係から―― 
 
第 2章 考古学とエスニック現象の過去と現在 
第 1節 日本考古学のコンテクスト 
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第 2節 欧米考古学のコンテクスト 
 
第 3章 考古学的アプローチ法の検討 
第 1節 エスニシティとハビトゥス 
第 2節 分析の視点と方法 
第 3節 まとめにかえて―考古資料から民族はどう描けるか― 
 
第 4章 個人・行為・アイデンティティ 
第 1節 個人を扱うことについて 
第 2節 個人の実証的把握 
第 3節 個人・模倣・アイデンティティ 
 
第 5章 朝鮮系無文土器の諸問題 
第 1節 はじめに 
第 2節 研究の現状――批判的検討―― 
 
第 6章 周辺地域におけるエスニック現象 
第 1節 エスニック現象と考古学 
第 2節 エスニック現象の例 
第 3節 エスニシティの転換 
第 4節 鹿児島県三島村のケース 
 
第 7章 まとめ 
第 1節 考古学におけるエスニック現象 






















































































































 第 7 章「まとめ」では、以上をまとめるとともに、考古学は「時間の深さ」を扱える特
性をもっており、過去数千年のエスニック現象を跡付け、エスニシティの出現の過程やそ
のメカニズムについても証拠をもって論じうる。この利点を駆使し、現在に至る様々な時
間・場所の研究を実践しエスニシティを根本から捉えなおすことで、学問的責務を果たせ
る。「人間とは何か」という問題に深く関係する科学にとってエスニック現象を扱わずに人
間を理解できず、それらを含み込んだ形で実証的に過去を扱うよう考古学を再構築すべき
ことを提言した。 
